
これまでの基本方針

基本方針

近隣住民の生活環境に配慮した火葬場

建設及び維持管理のコストを考慮した火葬場

ユニバーサルデザインに配慮した火葬場

　○心やすらぐ空間の創出

　○充実した機能を備えた荘厳(そうごん)な施設整備

④ユニバーサルデザインへの配慮

⑤環境保護と自然再生エネルギーの推進

故人との最後の別れのセレモニーにふさわしい火葬場

　○周辺環境と調和のとれた施設整備

新火葬場建設に関する課題

①故人との最後の別れのセレモニーにふさわしい環境の整備

②近隣住民の生活環境への配慮

③コスト意識を持った施設整備

省エネルギー対策など自然環境に配慮した火葬場

　○維持管理費用の低減を考慮した施設整備

　○省エネ対策、自然再生エネルギーの活用に配慮した施設整備

　○自然環境への影響を最小限にする施設整備

　○近隣住民の生活環境に配慮した施設整備

　○建設時にかかる費用の低減を考慮した施設整備

　○誰もが利用しやすく、わかりやすい施設整備

施設の老朽化が進んでいる 

別の場所に移動してほしい 

取付け道路が狭い 

駐車場が狭い 

食事施設や休憩所があると良い 

きれいな待合室がほしい 

火葬に時間がかかる 

雨・雪の時、屋根が無いのは困る 

斎場も火葬場もまとまった所にあれば良い 

火葬場までの案内標識がほしい 

人生最後の場所、美しく送りたい 

ゴミを焼くような気がした 

コスト意識をもった施設整備 

ユニバーサルデザインの施設整備 

環境にやさしい施設整備 

利用者からの声 

公共施設の整備 

に関する項目 
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